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※ ペンネーム：めいみ 

市主催ウォークみのかも（伊深周遊コース） 

当会は、語り部＋草もちでおもてなし！ 

３月２日、伊深小学校（スタート／ゴール）で、市 

主催のウォークみのかもが開催され、２２３人が参加。 

うち伊深町民は２５人と少なく、ほとんどが、よその 

地域から伊深を訪れた人でした。 

 早朝の澄んだ空気を吸いながら、自然豊かな伊 

深の里山を歩いてもらい、伊深の良さを感じていた 

だくチャンスです。 

 恒例となっている「語り部ポイント」では、伊深の 

歴史や魅力を参加の皆さんにお伝えしました。 

今回は、都合により、「語り部ポイント」は 1 カ所のみになりました。「『語り部』の 

育成が必要やなぁ」と、今後の課題が見つかりました。伊深の魅力を伝える「語り部」 

に興味のある方は、当会へご連絡ください。お待ちしています。 

また、ゴールをした人には、伊深ごはん研究会による「草もち」のおもてなしを行 

いました。「あんこもち」と「きな粉もち」の２種類のうち、どちらか一つをお渡ししまし 

た。「草もちのお渡しは１０時半以降になります」と事前にアナウンスし、早く到着した 

参加者にはお待ちいただきました。昨年度は「あんこもち」が人気だったという実績 

をふまえた上で、今年度は「あんこ 

もち」の割合を多くしたのですが、 

「きな粉もち」への要望も多く、急遽 

割合を見直しました。難しいですね。 

いずれにしても、当会のおもて 

なしは参加者に喜んでもらえ、大 

成功に終えることが出来ました。 
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報告 

      まちづくり協議会の総会を開催します！ 
５月２１日（水）１９時３０分から伊深交流センターにて開催します。 

当協議会の定例会を充てていますので、お気軽にご参加ください。 

会の目的である「地域の課題に取り組み、住みよく うるおいのある 

まちづくり活動を進めるため」に、皆様のご意見をお聞かせください。 

「伊深はええところやなぁ」と皆様が思ってみえるとおり、伊深の魅力 

を大切にして、伊深町民はもちろん、他の地域の人にも知っていただ 

き、伊深が素敵な所であり続けられるように、一緒に知恵を出し合いましょう。 

 

 
予告 

△ 前年度の様子 

https://ibuka-machizukuri.com/
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●４月・５月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・４月５日～６日 伊深春のわくわくデー 軽トラ市（農産物、骨董品、木工作品等） 

いぶカフェ４周年記念マルシェ （小物、雑貨、キッチンカー等） 

・４月６日 伊深さとやまライブ （音楽イベント） 

・５月２１日 当協議会総会          

・５月２５日 IBUCAL １周年イベント   

 

 

  

 

２月２１日（金）に、伊深交流センターにて小さな手助け「ちょっとたのむ輪」 

第３回連絡会議を行いました。町内各地区の協力員さんと、社会福祉協議 

会、中部長寿支援センターの方々を交えて、支援状況を報告しながら状況を 

共有しました。２０１９年から始めたこの活動も４月からは６年目を迎えます。 

ご協力いただいています皆さんに感謝申し上げます。 

なお、伊深町内の方で、ゴミ出し支援など「ちょっとした困りごと」がありまし 

たら、遠慮なく広報紙（まちづくり協議会だより）に掲載されています直通電話 

を通じてご相談下さい。 

伊深まちづくり協議会だより   第１３２号 

２０２５．４．１発行 （毎月1回1日発行）                               
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  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

今後の予定 

報告 

 
 

２月２２日（土）、IBUCAL 主催のしいたけ菌打ち講座が開催され、伊深ごはん 

研究会が参加者に昼食を提供しました。 

伊深交流センターで調理をし、講座会場の IBUCAL まで運びました。 

講座が３０分刻みで４回にわたり行われるため、受講を終えた人が、順次 

食べられるように、地元で採れた大きなぎんなんを使った「ぎんなんご飯」は 

ラップに包んでおにぎりにしました。「なめこ汁」は、地元で採れたなめこを地 

みそで味付けしたもので、冷めにくく、お鍋からアツアツの状態のままよそっ 

てもらいました。また、一晩かけて戻した地元で採れた大きなしいたけをコトコ 

ト時間をかけてふっくらと煮た「しいたけの含め煮」と、大根のお漬物を賞味 

いただきました。地元の食材を利用した、素朴ですが滋味豊かな食の提供となりました。 

 
報告 しいたけ菌打ち講座参加者に 

昼食を提供しました！ 

ご相談ください！ 

『ちょっとした困りごと』 

山歩きサークル  
４月２０日（日）に、米田白山（２７３ｍ）に登ります。お弁当を持って、 

春の山を楽しみませんか。参加希望の人は、伊深連絡所（℡２９－１３９５）まで 

ご連絡ください。お申し込みは４月１０日まで、先着１０名とさせていただきます。 

を通じてご相談下さい。 

 


